
【日本自費出版ネットワーク】メールマガジン★リバティ・パブ No.49
このメールマガジンは、NPO法人日本自費出版ネットワークの会員の皆様にお届けしてい
ます。
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リバティ・パブとは…
自由な思いをカタチにしていこうという人たちが集い、
情報を共有する場です。

・リバティ…Liberty(自由)　　
・パブ……Publication（出版）とPublic House（公共の場）、PUB（大衆酒場）を掛けて

私たちの使命は、あふれる情報を文字にとどめ、言葉を編み、あるいは絵や写真にして、
「本」に残したいという著者の思いを共有し、一緒に本を作り上げていくことです。
著者の思い描くものよりもさらに良いものに作り上げていく工程は、芸術作品を作り
出すことにも似ています。そう、自費出版は文化ですね。
リバティ・パブで一緒にこの文化を広めていきましょう。

□□　――――――――――――――――――――――――――――――　□□

こんにちは！日本自費出版ネットワークのメルマガ担当鳥原由美です。

日本自費出版文化賞の第1回から第20回までの選考委員長を務めていただいた
色川大吉さんが、9月7日お亡くなりになりました。
コロナ禍で応募作品点数が減少することを懸念し、今回自らの著書を地域文化部門
に応募され「特別功労賞」授与の発表会前日のことでした。
とても残念ですが、これまでのご尽力に深く感謝し、ご冥福をお祈りいたします。

折しも映画「MINAMATA」が封切られ、観てきました。
怒りとともに水俣に生きる人々への深い愛情を感じました。
坂本龍一の音楽も素敵です。

それでは、「リバティ・パブ」№49をお届けいたします。
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1. お知らせ　　……今井茂雄さんから寄付300万円　3年前にも500万円

2. トピックス　……第24回日本自費出版文化賞受賞作品発表
                 　大賞に藤沼敏子さんの
                 『あの戦争さえなかったら　６２人の中国残留孤児たち』
                　色川大吉さんに特別功労賞

3. お知らせ　　…… 第36回自費出版アドバイザー講座
               　「自費出版を電子出版する方法　
                  デジタルハイブリット出版の可能性」申込受付中　
                 （添付PDFご参照）



4. 自費出版事情…　～会員便り～№46

☆ 知っとこ 岐阜　 ☆ (再)　その 5

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

1.お知らせ　…　今井茂雄さんから寄付300万円　3年前にも500万円

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

元ジャグラ会長の今井茂雄さんから300万円の寄付をいただきました。
今井さんからは3年前に500万円をいただき、計800万円
の寄付となります。お電話でお礼を言いましたら、
「色川先生がお亡くなりになり、死んでしまったら終わりということを
改めて教えられ、あの世に持っていけないお金をお世話になったところ
に恩返ししたいと思った」と話されました。

前回同様に大切に使わせていただきたいと思います。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

2.トピックス　…　第24回日本自費出版文化賞受賞作品発表　
                  大賞に藤沼敏子さんの
               『あの戦争さえなかったら　６２人の中国残留孤児たち』
               　色川大吉さんに特別功労賞

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

大賞は藤沼敏子『あの戦争さえなかったら　６２人の中国残留孤児たち』
上下（津成書院）。

鎌田慧選考委員長は「日本語教師としてボランティア活動をしていた著者は、
中国帰国者むけの日本語教室の世話役をした縁で「残留女性」たちと親しくなる。
その後、帰国者の福祉運動に関わるなかで、聞き書きをはじめた。
やわらかな対話のなかで、帰国者たちの人生が浮き彫りにされる。異国に残された
幼児たちの物語は涙なくして聞くことはできない。それも６２人の人生。
満州への出発、開拓団の生活、敗戦と逃避行、家族の死、難民収容所、結婚、
文化大革命、帰国、帰国後の生活。
いままでも「残留孤児」の手記はそれなりに出版されたが、藤沼さんの作品は
圧倒的な存在感として、巨峰のように立っている」と評価いたしました。
　
 また、『不知火海民衆史』上下（揺籃社）を自費出版した、前選考委員長の
色川大吉氏に特別功労賞が贈られた。鎌田委員長はその理由として、
「いまから四十五年前、色川大吉さんは石牟礼道子さんに懇望されて、学際的な集団
「不知火海総合学術調査団」を組織、以来１０年間に亘って水俣に通い続けた。
そこに住む人びとの歴史と風土の情念とに惹かれてのことだった。その膨大な報告書が、
歴史的な「水俣漁民暴動」から始まっているのは、三多摩民権運動、秩父困民党、
足尾銅山・谷中問題など民衆の抵抗史研究と記録の延長線上での仕事だが、本人自身の
現代史への参加でもあった。この研究姿勢がアカデミズムのなかで、民衆史と自分史の
沃野を切り拓き、自費出版文化の可能性を産み出した。運動参加による研究の内実化と
自分史の出版文化運動をつくりだした。その人望によって本賞の創設に大いに貢献し、
初代選考委員長として長年尽力された功績をここに顕彰すべく、特別功労賞とした」
と記しています。



□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

3.お知らせ　…　第36回自費出版アドバイザー講座　
               「自費出版を電子出版する方法　
                デジタルハイブリット出版の可能性」申込受付中
            　（添付PDFご参照）

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

自費出版のお客様から、電子出版の問い合わせが増えているという
報告が複数の事業者から出ています。自費出版も紙と電子の両方同時の
出版の時代がすぐそばまで来ているようです。今のうちに電子出版制作
と販売の要点を学んではいかがでしょうか。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

4. 自費出版事情　…　～会員便り～ №46

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

「こずえちゃんと八郎さん」

くまがい書房（株式会社くまがい印刷）
　                    熊谷　正司　

　今から14年前、FMラジオを漠然と聞いていたらふと耳にとまった放送があった。

　ある女流絵本作家の話であった。書き留めている「こずえちゃん」の原稿が
だいぶたまってきた。三っつになったばっかりの女の子から見た数々の不思議な光景、
それを文章と絵にした作品らしい。
　出版したいけれどお金がない・・ということだったが、私は何を思ったのか、
FMラジオ局に「私が出版するので任せてくれ」とFAXした。
　それが我がくまがい書房の始まりだった。

　その本は秋田県を中心として大変話題になり、その後英訳版や電子書籍も出版し、
くまがい書房の初めての企画出版として体をなした作品であった。

　秋田県が生んだかの有名な漫芸家「大潟八郎」の自叙伝を発行することとなり、
縁あって私にその出版の話が持ち込まれた。大潟先生は咽頭癌をわずらい、声も思う
ように出ず、聞き書きで進めることとなった。
　既に余命一年を宣告され、超特急の出版作業が進められた。
　日に日に彼の体力は衰えていくのがわかった。しかし、昭和初期の人間の気力は強く、
自叙伝出版という新しい大きな目標をがあったからこそ、余命を超えて力強く生きて
こられた。
　めでたく2009年11月発刊を迎え、秋田市内の有名書店にて盛大に出版サイン会が行われ
た。
白いタキシードを身に着け、嬉しそうにサインをする大潟先生が今でも目に浮かぶ。
翌年3月に惜しまれてお亡くなりになった。私の出版人生でこれほど人のために尽くした
という
ことはなく、私自身嬉しく素晴らしい仕事を成し遂げたと思っている。
　企画、監修、印刷・製本が当社内で出来ることもあり、くまがい書房の企画出版・自費
出版が、
その後当社の大事な一部門を担うことになっていった。
　
　出版という仕事は、作者の作品を本という媒体を通して読者にいかにうまく伝えるかと
いうこと
である。私たちの真のお客様は作者の向こうにいる読者である。まさに、我々編集者や監



修者が、
まずは作者の気持ちに入り込んでいく。作者の心を読み取れる能力を養うことが大切にな
ってくる。
　今後も文字文化の伝達の担い手として、そして少しでも出版文化を広める力になれれば
と思っております。
　自費出版ネットワークの今後も益々のご発展をご祈念いたします。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

　　　☆　知っとこ　岐阜　☆ (再)その 5

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

知っとこ岐阜 その５
　岐阜のソウルフード②　漬物ステーキ

　今回は少し変わった岐阜の郷土料理をご紹介します。
某テレビ番組でも紹介されたので、ご存じの方もみえるかもしれません。
その名は『漬物ステーキ』。主に飛騨地方で食べられていて、
通称『ツケステ』とも呼ばれています。

　昔の飛騨地方はとても山深く、今と比べものにならないくらい雪も
多く降りました。そんな土地柄、寒い冬の貴重な栄養源でもある漬物が
野菜の役割を果たしていました。極寒の中、凍ってしまった漬物を
囲炉裏端や朴(ほお)葉(ば)の葉で焼いて食べたのが『漬物ステーキ』の
始まりだといわれています。

調理方法はいたって簡単。フライパンや鉄板にゴマ油をひき、ざく切りに
した白菜の漬物を炒めます。白菜に焼き色が少し付いたら、醤油や
めんつゆで味付けをします。最後にかき混ぜた卵を回しかけたら完成。
お好みで、鰹節や一味などをかけるとより一層おいしくいただけます。
ご飯のおともはもちろん、酒のつまみにも合う１品です。
自宅にある調味料で簡単に作ることができるので一度お試しあれ。

                          株式会社 岐阜文芸社　　飯尾みゆき

*******************************************************

★あとがき

会員便り～の熊谷さまのお話を読んで、自社のことも思い出しました。
この自費出版ネットワークには多くの印刷会社さんが加入していて、そこから
出版することに至るにはいろいろなきっかけがあると思います。
自社もまたお客さまの「この本出版したいんだよな～」の一言がきっかけでした。

「本を創る」だけでなくそれを多くの人に「届ける」という使命があることを
改めて思った寄稿文でした。

読書に良い季節になってきましたね。

最後までお読みくださりありがとうございました。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



お気づきの点、掲載情報、はたまた私への激励のお言葉がございましたら
yumi@maruwanet.co.jp  まで、お願いいたします。
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  ◆日本自費出版ネットワーク事務局
　　〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町7-16 ニッケイビル７階
　　電話：03-5623-5411
　　FAX： 03-5623-5473

　　http://www.jsjapan.net/
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